
南区役所多目的室使用案内 

この多目的室は、南区内の団体等によるコミュニティづくりや、地域振興などの活動を支援する

ための施設です。 

 

多目的室を使用できる団体等 

１ 多目的室を使用できる団体は、南区内に在住、在勤又は在学する者によって構成される５人以 

上の、南区内で活動している団体で、活動の目的が次のいずれかに該当し、南区役所区民生活部 

コミュニティ課（以下、「コミュニティ課」という。）の南区役所多目的室使用団体に登録され 

た団体です。 

(1) 地域の環境、生活改善、安全等に関わること 

(2) 青少年育成等のボランティア活動に関わること 

(3) 商業、工業、農業等地域の経済振興に関わること 

(4) コミュニティづくり又は地域連帯に関わること 

(5) 地域のあり方に関わること 

２ 多目的室は、次のような使用ができます。 

(1) 地域イベントの企画･準備等の会合 

(2) コミュニティ形成又は地域振興のための定例的な会合 

(3) コミュニティ形成又は地域振興を目的とした団体の設立準備のための会合 

(4) その他、管理責任者が適当と認めた使用 

３ 前項の１及び２に該当する場合であっても、専ら営利を目的とした商行為、特定政党の利害や 

特定の選挙候補者の支持、特定宗教･教派等の支持のための活動と認められるときは、使用でき 

ません。 

 

多目的室を使用できる日・時間・料金 

１ 使用できる日は１月４日から１２月２８日までで、下表のとおりです。 

ただし、市の事業もしくは施設管理上必要なために使用できない日又は時間帯があるほか、す

でに通知した使用許可を取り消すことがありますのでご了承願います。 

 

使 用 日 区 分 使 用 時 間 区 分 

(1) 土曜日、日曜日、国民の祝日に関する法律 

（昭和23 年法律第178 号）に規定する休日 

午前の部 午前９時～正午 

午後の部 午後１時～午後５時 

 

(2) 上記以外の日 

午前の部 午前９時～正午 

午後の部 午後１時～午後５時 

夜間の部 午後６時～午後９時 

２ 使用の単位は、各使用時間区分とします。 

３ １か月の使用時間区分は、原則３区分までとします。 

４ 多目的室の使用は無料です。 

 

多目的室の使用方法 

１ 使用するためには、あらかじめ団体として登録する必要があります。コミュニティ課において 

登録をお願いします。（登録の有効期間は、登録日から登録日を含む年度の翌々年度の末日まで 

となります。） 

２ 使用の申込みは、使用を希望する日の３か月前から３開庁日前までに、コミュニティ課へ「南



区役所多目的室使用許可申請書（以下「申請書」という。）」を提出してください。電話で仮予

約も受け付けます。 

 なお、区役所閉庁時に使用するときは、申請書に必ず使用者名簿を添付してください。 

（閉庁時の施設管理上、関係者以外の入庁を防止するため、事前に提出いただいた名簿をもと 

に、窓口において氏名等を確認させていただくことがあります。） 

３ 使用の際には、申請書提出後に交付された「南区役所多目的室使用許可書」をコミュニティ課 

又は警備室（夜間・休日受付）に提示をお願いします。 

４ 使用後、室内に備え付けの「南区役所多目的室使用報告書」により、使用内容・使用者数・入 

退出時間等の報告を速やかにお願いします。 

 

多目的室使用にあたってのお願い 

１ 土・日曜日、休日及び夜間の区役所閉庁時に使用する場合には、多目的室及びトイレ以外の庁 

舎スペースへは立ち入らないでください。 

２ 多目的室内に団体所有の物品等を常置することはできませんのでご協力をお願いします。 

３ 室内は禁煙のほか、庁舎内での火気の使用、危険物の持ち込みはできません。 

４ 湯茶の設備はありません。缶ジュース等の飲料を飲むことはかまいませんが、アルコール類は 

厳禁となります。発生したゴミは必ずお持ち帰りください。 

５ 使用許可後であっても、営利行為、特定政党の利害や特定の選挙候補者の支持及び特定宗教･ 

教派等の支持のための活動と認められるとき、又は災害発生時及び選挙等、市の事業に使用する 

ときは、使用を中止又は取り消すことがあります。これにより損害が生じることがあっても、市 

はその責めを負いません。 

６ 来庁の際は、公共交通機関をご利用ください。 

７ 使用後は、机･椅子等を原状に戻してください。 

８ 使用当日の団体責任者は、退出の際、上記事項等の最終的な確認をお願いします。 

９ 室内の壁に紙などを貼ったり、釘や鋲を打ったりしないでください。 

10 施設の破損があった場合には、速やかに申し出てください。 

11 故意または過失によって、施設及び備品等に損害を与えた場合、損害賠償を請求することがあ 

ります。また、使用者に起因する事故等により第三者に損害等を与え、市がその法律上の賠償を 

負ったとき、市は使用者に対し、その求償を請求できるものとします。 

 

 

 

【所在地】 

さいたま市南区別所 

７－２０－１ 

【交 通】 

ＪＲ埼京線・武蔵野線 

武蔵浦和駅下車徒歩３分 


